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1．概要
　国際電気通信連合（ITU）の電気通信標準化部門（ITU-T）
で、メタバースの安定的で安全な利用のため、通信関連の国
際標準化項目の明確化のための時限検討組織としてFocus 
Group on metaverse（FG-MV）が2022年12月に設立された。
2023年3月の第1回会合の後、9つの作業グループ（Working 
Group：WG）の議論がオンラインで進められ、2023年7月
の第2回会合に引き続き第3回会合と第4回会合が10月と12月
にジュネーブ（スイス）で開催された。本稿では、第3回と
第4回のFG-MV会合での議論内容と承認された成果文書
について概説する。

2．FG-MVの各WGでの検討状況
　2023年7月の第2回FG-MV会合で、9つのWGの設置を合
意した。各WG及びWG配下で特定のテーマを議論するTask 
Group（TG）は、オンラインでの寄書議論により、成果文
書案を作成・更新している。筆者が議長を務めるWG5（相

互接続）では、毎月1回のペースで2日間の電子会議を実施
し、3件の成果文書案を更新している。表1にFG-MVのWG
構成と議長、副議長を示す。日本からは筆者がWG5の議長、
OKIの山本氏がWG3の議長をそれぞれ務めている。

3．第3回FG-MV会議
　第3回のFG-MV会議は、2023年10月5日から7日の3日間
にわたりジュネーブ（スイス）で開催された。本会合の参加
者は、リモート参加を合わせて248名の参加登録があり、
現地では約100名が参加していた。提出された寄書数はリ
エゾン文書を合わせ160件で、これらの議論の結果、8件
の成果文書案を承認した。また、9件の新しい成果文書案
の新設、13件のリエゾン文書の送付を合意した。

4．第4回FG-MV会議
　第4回のFG-MV会議は、2023年12月4日から7日の4日間
にわたりジュネーブ（スイス）で開催された。本会合の参
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■表１．FG-MVのWG構成（敬称略）
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加者は、リモート参加を合わせて277名の参加登録があり、
現地では約100名が参加していた。提出された寄書数はリ
エゾン文書を合わせ143件で、これらの議論の結果、13件
の成果文書案を承認した。また、1月の電気通信標準化諮
問会議（TSAG）に向けFG-MVの会期延長を求める提案
を含むFG-MVの活動報告を作成し、TSAGにリエゾン文
書を送ることを合意した。さらに日本からの提案で、10月
に京都で開催されたインターネットガバナンスフォーラムでの
メタバース関連ワークショップの議論に基づき、関連する国
連組織にFG-MVの検討状況を知らせるリエゾン文書を合
意した。これらのリエゾン文書を含め、13件のリエゾン文
書の送付を合意した。

5．承認された成果文書
　第2回会合から第4回会合で計22件の成果文書が承認さ
れている。表2にこれまでFG-MVで承認された成果文書の
一覧を示す。ここでは主要な成果文書案について概要を簡
単に示す。

（1）FGMV-20：メタバースの定義（第4回会合で承認）

　メタバースの概要（定義やギャップ分析）を検討するWG1
の成果文書として、第2回会合で承認されたFG-MVの最初
の成果文書であるFGMV-01：Exploring the metaverse：
opportunities and challenges（メタバースの機会と挑戦）
という技術レポート（Technical Report：TR）に引き続き、
第3回会合でFGMV-02：Metaverse：an analysis of defi-
nitions（メタバースの定義の分析）というTRが承認された。
これらのTRを基にして、メタバースの定義がFGMV-20：
Definition of metaverse（メタバースの定義）の技術仕様

（Technical Specification：TS）として第4回会合で承認され
た。FG-MVで作成したメタバースの定義は、以下のとおり。

metaverse：
An integrative ecosystem of virtual worlds offering 
immersive experiences to users, that modify pre-existing 
and create new value from economic, environmental, 
social and cultural perspectives.
NOTE–A metaverse can be virtual, augmented, repre-
sentative of, or associated with the physical world.

（著者による和訳）
メタバース：
ユーザに、経済面、環境面、文化面から見た既存の価値

の変更や新しい価値の創造ができる没入体験を提供する、
複数の仮想世界の統合的な生態系。【NOTE：メタバースは、
物理世界と関係する、仮想、人工、再現または表現になり
得る。】

　この定義は、FGMV-02でまとめた各国、各標準化団体、
論文等で記載されたメタバースの定義の分析及びメタバー
スに関連する標準化団体へのリエゾン文書を通じた意見照
会を基にFG-MVで作成されたものである。

（2）FGMV-19：メタバースプラットフォーム間の相互接続

のサービスシナリオとハイレベル要求条件（第4回会

合で承認）

　筆者が議長を務めるWG5（相互接続）から、メタバース
の相互接続を実現した時に想定されるサービスシナリオと、
プラットフォームをまたがる場合の相互接続のハイレベルな
要求条件をまとめたTSが完成し、第4回会合で承認された。
　現在のメタバースは、単一のメタバースプラットフォーム上
で複数のメタバースが生成され活用されている。単一のプ
ラットフォーム上であれば、異なるメタバース間でも同じア
バターを使うことや、資産やコンテンツを複数のメタバース
で共用することは容易であると考えられる。将来的に複数
のプラットフォームをまたがるプラットフォーム間の相互接
続により、普段使っているアバターを別のメタバースでも使
えるようになる（新たにアバターを作成する必要がない）。
また、あるメタバースで得たデジタル資産（仮想通貨なども
含む）を別のメタバースで売買できるようになるなど、ユー
ザの利便性が向上すると考えられる。この相互接続の実現
には、各プラットフォームに国際的に共通の相互接続機能
を具備する必要があるため、メタバースの国際標準化の目
的の1つが相互接続である。
　FGMV-19では、メタバース間の相互接続として、以下の
4つの相互接続要素に分類している。

①アバター相互接続：同じアバターを複数メタバースで利用
②アセット相互接続：デジタル資産等を複数メタバースで

利用、売買、交換
③コンテンツ相互接続：写真、動画、文書などのメタバー

ス上のコンテンツを複数メタバースで利用
④ID相互接続：現実世界のIoT機器等のIDを複数のメタ

バースで共通化し、機器からの情報を複数メタバース
で利用、また複数メタバースから現実世界のIoT機器
等を制御
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　現時点では複数のメタバースプラットフォームをまたがっ
て提供しているサービスは無いため、FGMV-19では複数
プラットフォームのメタバースプラットフォーム相互接続によ
り実現できるサービスとしてメタバース旅行など9つのサー
ビスを想定し、具体的な想定サービスフローの検討結果か
らハイレベル要求条件をまとめている。

（3）FGMV-14：メタバースの規制と経済面：データ保護

関連（第4回会合で承認）

　WG7（経済、規制、競争）の成果文書として、メタバー
スを安心、安全に利用するために、データ保護の観点から
各国での政策や規制に関する評価フレームワークを例示し
た成果文書がTRとして完成した。この成果文書には、メ
タバースにおけるデータ保護とプライバシに関する懸念点を
まとめ、経済的側面の考察、データ保護・脅威の評価フレー
ムワークを例示している。
　今後、各国はメタバースの本格普及の前に、データ保護
関連のリスクを最小化するための対策が必要としている。

（4）FGMV-22：メタバースのアプリケーションにおける生

成AIの能力と要件（第4回会合で承認）

　メタバースのアプリケーションを扱うWG2で、メタバース
に利用する生成AIの能力と必要な要求条件をまとめた成果
文書がTSとして完成した。
　この文書では、メタバースでの生成AIの利用シーンとし
て、ユーザ個人のアバター作成、地形、気候、光の当たり
方など動的な環境生成、没入型相互対話（ユーザのアバ
ターと会話ができるユーザが操作しないアバターなど）、
ユーザの挙動を学習することで生成AI自体のパーソナル化
を想定している。これらの利用シーンから、メタバースで
利用する生成AIについての要求条件を示している。

（5）FGMV-10：メタバースのサイバーリスク、脅威、危害

（第4回会合で承認）

　WG6（セキュリティ）で作成された成果文書で、メタバー
ス利用時に注意すべきサイバーリスクや脅威についてまと
めたTRである。この文書では、メタバースのサイバーセキュ
リティについて重要性を理解するため、最新のデジタル領
域とその可能性、サイバーセキュリティのリスク、脅威、潜
在的な損害を分析している。これらの対策として、ID管理、
相互接続、資産管理、アクセス制御、サイバー衛生のユー
ザ認識について、標準化を進める必要があるとしている。

6．会合での出力文書
　上記の成果文書案以外に、各関連する団体へのリエゾ
ン文書送付を合意した。特にWG1からFG-MVで検討中で
あったメタバースの定義に関するコメント収集、WG5からメ
タバース相互接続に関する既存検討有無を問い合わせるリ
エゾン文書などを第3回会合で送付を合意した。これらに
より、関連する団体とのメタバースに対する意識のズレを少
なくすることや、標準化ギャップを明確にすることを目指し
ている。
　第4回会合では、前述のリエゾン文書以外に、いくつか
の成果文書が承認されたことを知らせるリエゾン文書を関
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連する団体に送付している。

7．WG5（相互接続）での検討状況
　第3回、第4回会合では、9つのWGの会議が並行して開
催された。WG5では両会合とも2セッションが開催され、3つ
の成果文書案（FGMV-D5.1：クロスプラットフォームメタ
バースのユースケースと要求条件、FGMV-D5.2：メタバー
ス間のIDの相互接続性、FGMV-D5.3：相互接続アーキテ
クチャ）が更新され、WG5の成果文書案として合意された。
第4回会合では、WG5でD5.1の承認に向けた最終調整を
実施し、前述のとおりFG-MVクロージングプレナリで承認
された。

8．FG-MVの会合予定
　FG-MVの当初の作業期間は2024年3月までとなってい
た。2023年12月までに4回のFG会合を対面で開催し、多く
の参加者の関心を集め22件の成果文書を既に完成させて
いる。作業中の文書はまだ40件以上あり、引き続きWGや
TGレベルでのオンライン会議により成果文書を更新してい
く予定である。次回のFG-MV会合は2024年3月5日から8日
にケレタロ（メキシコ）で開催する予定である。
　3月のFG-MV会合に併催する形で第4回のワークショップ
が開催される予定であり、主にCitiVerseの取組みについて
各国から紹介がある予定である。
　WG会合及びTG会合は基本的には電子会議で開催される。
3月の第5回FG-MVでの完成に向け、各WGは成果文書案
について検討を促進する予定である。

9．おわりに
　メタバースは時間と場所を超越した仮想空間上で、現実
世界と同じ生活ができる、つまり、仮想空間での商取引に
よりマーケットが数倍にも増大する可能性がある。また、
メタバースの仮想空間上では、現実ではできないことであっ
ても仮想空間上で体験できるため、全く新たなビジネス創
出の可能性もある。日本として、このビジネスチャンスを創
出するために、メタバースの性能を一定以上に保つよう国
際標準を設定することは必須であり、技術だけにとどまら
ず、アニメ的なアバターの作成など日本の優位な分野につ
いて積極的にFG-MVに提案する必要がある。FG-MV副

議長として、日本からの提案を期待する。また、FG-MVは
9つのWGで検討が進むことから、各社個別にすべてに対
応することが難しいため、日本として各社協調して対応す
る組織作りも必要だと考える。

【参考1】10月のFG-MV特別セッション

　FG-MVの検討加速とさらなる参加者の招致のためFG活
動のプロモーションを目的とした特別セッションが2023年
10月18日にリガ（ラトビア）で開催された。これは北部のヨー
ロッパ諸国の電気通信関連のイベントである5G Techritory
というイベントに併催される形での開催である。ここでは、
FG-MV副議長のPar氏、WG8議長のPiller氏、WG8副議長
のZhang氏などが登壇し、FG-MVの活動状況を紹介した。
ラトビアを含む北部ヨーロッパ諸国は高度なITを活用して
いることから、都市機能をメタバース上で再現するCitiVerse
に強い関心があることが伺われた。FG-MVでは、フィンラ
ンドのテンペラ市から具体的なCitiVerseの事例が提案され
ている。

【参考2】2024年1月のTSAGでのFG-MV関連議論

　FG-MVの当初の活動期間は2024年3月までであるが、作
業中の成果文書案がまだ40件以上もあることから、ITU-T
でのメタバース標準化検討をさらに加速することを目的に、
FG-MVの会期延長が2024年1月のTSAG会合で議論され
た。議論結果として、2024年6月までの会期延長を合意し
た。また、既に完成した22件の成果文書に対し、割り振り
先のSGを決定している。複数のSGに割り振られた成果文
書は、各SGから7月のTSAG会合に各SGで今後標準化を
進めていく部分を特定した結果を報告し、TSAGで最終的
な割り振り先を決定する。
　また、FG-MVの標準化ギャップ分析や標準化ロードマッ
プの成果文書を含むすべての成果文書（完成した成果文書
だけでなく作業途中の成果文書案も含む）は、7月のTSAG
会合で割り振り先のSGを決定することになる。このTSAG
会合の結果を受け、各SGでのメタバース検討の役割分担の
明確化が2024年10月にインドで開催される世界電気通信
標準化総会（WTSA）で議論され、2025年からFG-MVの
成果文書を基に各SGで具体的なメタバースの標準化検討
が開始される予定である。




